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築
地
本
願
寺
（
東
京
都

中
央
区
）
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
１０
年
と
な
る
３
月

１１
日
午
後
２
時
４６
分
か
ら

追
悼
法
要
を
営
ん
だ
。
首

都
圏
は
緊
急
事
態
宣
言
下

だ
っ
た
が
、
十
分
な
対
策

を
施
し
１
５
０
人
が
参
拝

し
た（
写
真
）。ま
た
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
生
配
信
し
、

法
要
中
に
延
べ
１
３
１
１

回
視
聴
さ
れ
た
。

　

安
永
宗
務
長
が
法
話
で

「
人
間
は
大
自
然
の
前
で

は
無
力
で
、
死
が
い
つ
巡

り
合
わ
せ
て
く
る
か
は
わ

か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、『
一
日
一
生
』
、
今

日
一
日
が
一
生
で
あ
る
か

の
よ
う
に
そ
の
日
を
生
き

切
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
阿

弥
陀
さ
ま
が
い
つ
も
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
心
に
持
っ
て

お
念
仏
と
と
も
に
人
生
を

歩
む
こ
と
が
、
一
日
一
日

を
よ
り
心
豊
か
な
も
の
に

し
て
く
れ
る
」
と
参
拝
者

に
語
り
か
け
た
。

築
地
本
願
寺
で
追
悼
法
要

　

仙
台
別
院
（
矢
鳴
俊
哉

輪
番
、
仙
台
市
青
葉
区
）

は
３
月
１１
日
、
東
日
本
大

震
災
追
悼
法
要
を
同
別
院

本
堂
で
営
ん
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
門
信
徒
へ
の
参

拝
奨
励
は
行
わ
な
か
っ
た

が
１５
人
が
参
拝
し
た
。　

　

大
震
災
を
風
化
さ
せ
な

い
よ
う
同
別
院
は
毎
月
１１

日
に
焼
香
台
を
設
け
て
お

り
、
同
日
も
立
ち
寄
っ
て

焼
香
し
手
を
合
わ
せ
る
人

の
姿
が
見
ら
れ
た
。

仙
台
別
院
で
追
悼
法
要

き
ず
な
育
て
る

長
野
・
光
西
寺

　

宗
門
が
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
で
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
住
職
や

門
信
徒
を
支
援
す
る
た

め
、
２
０
１
２
年
に
福
島

市
に
設
置
し
た
福
島
県
復

興
支
援
宗
務
事
務
所
が
４

月
１
日
、
福
島
県
南
相
馬

市
鹿
島
区
鹿
島
字
町
１
１

５
・
勝し

ょ
う

縁え
ん

寺
に
移
転
し
た
。

　

今
後
は
東
北
教
区
現
地

緊
急
災
害
対
策
本
部
（
東

北
教
区
教
務
所
内
）
が
、

避
難
者
・
被
災
者
の
相
談

窓
口
や
仏
事
相
談
、
出
張

法
話
会
の
開
催
、
原
発
被

災
者
に
対
す
る
支
援
や
風

評
被
害
の
解
消
の
た
め
の

活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

同
事
務
所
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
東
北
教
区

現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部

☎
０
２
２
（
２
６
５
）
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６
６
。
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震
災
当
時
、
原
発
事
故

で
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ

た
警
戒
区
域
に
５
カ
寺
、

住
む
こ
と
が
困
難
な
計
画

的
避
難
区
域
に
２
カ
寺
が

あ
り
、
多
く
の
門
信
徒
が

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ

た
。
こ
の
た
め
、
福
島
市

・
康
善
寺
が
所
有
す
る
福

島
駅
に
ほ
ど
近
い
民
家
に

同
事
務
所
を
開
設
。
避
難

者
へ
の
伝
道
教
化
活
動
の

拠
点
と
し
て
、南
相
馬
市
、

飯
舘
村
、
双
葉
町
、
浪
江

福
島
県
復
興
支
援
宗
務
事
務
所

４
月
１
日  

南
相
馬
市・勝
縁
寺
に
移
転

実
情
に
応
じ
た
活
動
を

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

新
規
支
援
事
業
を
開
始

東
北
教
区
現
地
本
部

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
と
な
る
３
月
１１
日
、
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
仙
台
市
宮
城
野
区
に
あ
る
専
能
寺（
足
利
一
之
住
職
）で
震
災

物
故
者
追
悼
法
要
と
復
興
事
業
落
成
慶
讃
法
要
が
営
ま
れ
た
。
震
災

直
後
か
ら
支
援
を
続
け
る
北
海
道
教
区
の
僧
侶
有
志
が
出
勤
し
、
１

０
０
人
の
参
拝
者
と
共
に
正
信
偈
を
お
つ
と
め
し
た
。

る
津
波
か
ら
必
死
で
逃
げ

た
光
景
は
今
も
目
に
焼
き

付
い
て
い
る
。
か
け
が
え

の
な
い
多
く
の
仲
間
を
失

い
、
い
ま
だ
ま
と
も
に
現

実
と
向
き
あ
え
て
い
な

い
。
け
れ
ど
も
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
何
と
か
こ
こ
ま

で
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
先
祖
代
々
大
切

に
し
て
き
た
こ
の
お
寺
を

中
心
に
、
支
え
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
復
興
事
業
落
成
慶

讃
法
要
を
機
縁
に
し
た
帰き

敬き
ょ
う

式し
き

が
行
わ
れ
、
門
信
徒

１９
人
が
受
式
し
た
。　

　
　
（
８
面
に
関
連
記
事
）

仙
台
市
・
専
能
寺
で
復
興
事
業
落
成
慶
讃
法
要

門
徒
総
代
長
「
お
寺
を
中
心
に
支
え
合
っ
て
い
き
た
い
」

東日本大震災から１０年

町
、
富
岡
町
の
７
カ
寺
が

法
要
や
法
座
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。

　

次
第
に
避
難
指
示
区
域

が
縮
小
し
、
地
元
へ
戻
る

人
も
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
１０
年
を
契
機
と
し
て

よ
り
実
情
に
応
じ
た
活
動

を
行
う
た
め
、
南
相
馬
市

に
あ
る
勝
縁
寺
に
事
務
所

を
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

３
月
１２
日
に
は
福
島
市

の
事
務
所
閉
所
式
が
行
わ

れ
、
竹
田
空
尊
総
務
や
同

事
務
所
の
晨は

や
し

利
信
所
長

（
本
山
・
社
会
部
長
）
、

同
事
務
所
専
従
員
な
ど
９

人
が
出
席
し
た
（
写
真
）。

　

竹
田
総
務
が
、
事
務
所

に
建
物
を
提
供
し
て
い
た

康
善
寺
の
海
野
明
教
さ
ん

（
同
寺
衆し

ゅ

徒と

）
と
仏
間
の

仏
具
を
提
供
し
て
い
た
東

京
都
港
区
・
真
福
寺
の
南

川
真
樹
住
職
に
謝
辞
を
述

べ
、
感
謝
状
を
送
っ
た
。

　

蒲が
も

生う

地
区
に
あ
る
専
能

寺
は
海
岸
か
ら
２
㌔
ほ

ど
。
２
㍍
超
の
大
津
波
に

襲
わ
れ
、山
門
が
流
失
し
、

鐘
楼
は
倒
壊
。
本
堂
・
庫

裏
・
門
信
徒
会
館
は
浸
水

し
て
仏
具
や
家
財
道
具
が

流
さ
れ
、
境
内
は
多
く
の

流
入
物
で
埋
も
れ
た
。

　

地
区
一
帯
が
水
没
し
て

た
。
門
信
徒
で
復
興
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
本
堂
や

納
骨
堂
、
鐘
楼
、
門
信
徒

会
館
、
山
門
の
再
建
を
進

め
て
き
た
。

　

法
要
後
、
挨
拶
に
立
っ

た
足
利
住
職
は
「
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

お
か
げ
で
、
再
び
み
ん
な

で
手
を
合
わ
せ
る
場
所
に

戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
が
礎

い
し
ず
え

と
な
り
、
こ
の
た

び
の
復
興
事
業
完
成
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
」
と

感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
と

と
も
に
、「
た
く
さ
ん
の

別
れ
が
あ
っ
た
。
で
も
そ

の
別
れ
が
、
た
く
さ
ん
の

出
会
い
を
結
ん
で
く
れ

た
。
別
れ
も
悲
し
み
も
、

す
べ
て
今
の
私
を
育
ん
で

く
だ
さ
っ
た
。
生
き
る
糧か

て

と
な
っ
て
今
の
私
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
」
と

語
っ
た
（
写
真
）
。
参
拝

者
は
目
を
潤
ま
せ
な
が

ら
、
足
利
住
職
の
言
葉
を

か
み
し
め
て
い
た
。

　

復
興
委
員
会
会
長
を
務

め
た
同
寺
門
徒
総
代
長
の

遠
藤
源
二
郎
さ
ん（
７６
）は

「
孫
と
２
人
、
迫
っ
て
く

近
隣
住
宅
は
流
さ
れ
、
門

信
徒
は
７５
人
（
う
ち
２
人

は
行
方
不
明
）
が
亡
く
な

っ
た
。

　

震
災
後
、
間
も
な
く
全

国
各
地
か
ら
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
、

本
堂
や
墓
地
な
ど
の
流
入

物
の
か
き
出
し
を
行
い
、

復
旧
作
業
を
手
伝
っ
て
き

　

宗
門
校
・
龍
谷
大
学（
京

都
市
伏
見
区
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ

ン
タ
ー
は
３
月
５
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
つ
な
が
る
福
島
―
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
行
け
な

い　

だ
か
ら
こ
そ
福
島
を

語
ろ
う
」
を
実
施
。
学
生

１４
人
が
参
加
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
毎
年
、

福
島
県
浪
江
町
な
ど
の
被

災
地
を
訪
れ
実
情
を
学
ぶ

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
行
っ

て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

実
施
で
き
な
い
こ
と
か
ら

企
画
し
た
。
南
相
馬
市
で

障
害
者
の
生
活
介
護
や
就

労
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
デ
イ
さ
ぽ
ー
と

ぴ
ー
な
っ
つ
」
の
青
田
由

幸
代
表
が
講
演
し
た
。

　

福
島
原
発
事
故
発
生
当

時
、
障
害
者
や
高
齢
者
を

抱
え
避
難
し
よ
う
に
も
で

き
ず
に
南
相
馬
に
残
っ
て

い
た
世
帯
や
、
入
院
患
者

の
支
援
を
続
け
て
き
た
青

田
代
表
は
「
東
日
本
大
震

災
で
災
害
関
連
死
と
認
定

さ
れ
た
人
は
３
７
６
７

人
。
そ
の
う
ち
福
島
県
は

２
３
１
３
人
と
圧
倒
的
に

多
く
（
令
和
２
年
９
月
３０

日
現
在
、
復
興
庁
）
、
そ

の
大
半
は
高
齢
者
や
持

病
、
障
害
が
あ
る
人
」
と

説
明
。

　

「
避
難
し
ろ
と
言
わ
れ

て
も
急
に
は
避
難
で
き
な

い
事
情
を
抱
え
た
方
は
、

皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
多
い
。大
切
な
の
は
、

近
隣
住
民
同
士
が
お
互
い

の
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ

と
。
そ
し
て
、
避
難
方
法

や
避
難
先
の
環
境
、
移
動

距
離
な
ど
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
。
そ
れ
が
助
か
る

道
に
な
る
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
た
ち
は

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
、
自
分
た
ち

が
被
災
し
た
と
き
の
動
き

方
や
災
害
関
連
死
を
防
ぐ

方
法
に
つ
い
て
意
見
共
有

を
し
た
。　

　

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

の
７０
代
女
性
は
「
ご
家

族
を
亡
く
し
た
り
、
ま

だ
避
難
し
て
い
る
方
た

ち
を
映
像
で
見
る
と
、

影
響
な
く
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ

す
ら
感
じ
る
。
せ
め
て

も
の
思
い
で
参
拝
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
」
と
話

し
た
。

　
（
８
面
に
関
連
記
事
）

龍
谷
大 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
福
島
学
ぶ

　

東
日
本
大
震
災
東
北
教

区
現
地
緊
急
災
害
対
策
本

部
（
本
部
長
＝
矢や

鳴な
る

俊
哉

東
北
教
区
教
務
所
長
）
は

支
援
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

対
応
し
て
、
今
年
度
か
ら

新
た
な
支
援
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

新
規
支
援
事
業
は
▽
原

発
事
故
の
影
響
で
故
郷
を

離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
一
時
里
帰
り

支
援
を
行
い
、「
ふ
る
さ

と
」
へ
の
帰
属
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
▽
原
発
事
故

被
災
者（
大
人
）を
対
象
に

寺
院
が
営
む
報
恩
講
な
ど

の
法
要
に
参
拝
し
て
も
ら

い
、「
私
の
お
寺
」と
い
う

所
属
寺
院
へ
の
帰
属
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
▽
大
震

災
の
風
評
被
害
の
払ふ

っ

拭し
ょ
く

を

目
的
に
全
国
の
児
童
を
東

北
に
迎
え
る
▽
仙
台
別

院
、
教
区
内
各
組そ

で
追
悼

法
要
を
営
む
な
ど
。

　

こ
の
ほ
か
、
東
北
教
区

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
仙
台
市
青
葉
区
・

仙
台
別
院
内
）
を
会
場
に

行
う
地
域
自
立
支
援
活
動

や
、
福
島
県
で
開
催
し
て

き
た
出
張
法
話
会
、
被
災

地
域
の
震
災
復
興
支
援
団

体
等
へ
の
協
力
な
ど
は
、

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

長
野
県
高
山
村
・
光
西

寺
衆
徒
の
眞ま

出で

智
真
さ
ん

（
５９
）は
３
月
１１
日
、「
遠

く
離
れ
て
い
て
も
、
東
北

に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
」

と
、
１４
㌃
の
田
ん
ぼ
に
宮

城
県
南
三
陸
町
か
ら
届
い

た
カ
キ
や
ウ
ニ
の
殻
や
コ

ン
ブ
、
ワ
カ
メ
を
肥
料
と

し
て
ま
い
た
（
写
真
）
。

　

眞
出
さ
ん
は
震
災
後
か

ら
南
三
陸
町
の
復
興
支
援

を
行
い
、
海
産
物
を
肥
料

に
し
て
育
て
た
も
ち
米
で

餅
を
つ
き
、「
き
ず
な
餅
」

と
銘
打
っ
て
米
や
長
野
名

産
の
リ
ン
ゴ
と
共
に
届
け

る
な
ど
、
地
元
の
人
と
の

交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　

　　

　

　　

　　

　

　


